
 釈尊 生涯と教え No.9  

第 3 章 道を求めてｐ63- 

降降  魔魔  
 
Ⅰ. マーラとの戦い （ｐ63 参照） 

「苦行を放棄したゴータマ・シッダールタは、汚れきった体をネーランジャラー河（尼連禅河）でき
れいに洗い、（          ）という村の娘が捧げた（     ）を食して体力を回復した。これを見
た五人の仲間はシッダールタが堕落したと思って、彼を置いて遠く去ってしまった。 
 体力を回復したシッダールタは、ピッパラ樹（後に「       」と呼ばれる）のもとに草を敷いて座
った。その後、シッダールタが真理に目覚めるまでの間に、種々の悪魔がやってきてそれを妨げよう
としたといわれている。この悪魔とは、正しくは〈      〉といい、「人間のいのちを奪うもの」という
意味である。人間のいのちを奪うといっても、文字どおりの意味で〈   〉ばかりが悪魔なのではな
い。」 
①上の文中の空欄に適語を入れなさい。 
 
Ⅱ.魔（マーラ）の八つの軍勢を書き出してください。（ｐ64 参照） 
①  ②  ③  ④ 
⑤  ⑥  ⑦   
⑧  
 
Ⅲ.魔の八軍の中で、自分にも当てはまるもの、当てはまらないものをⅡの回答の数字で記して下さい。 

当てはまるもの（ 
当てはまらないもの（ 

 
Ⅳ. 「内観（智慧）」と「外観（知識）」  

「さまざまな問題の本質とその解決を自己の内側に求めていくことを〈   〉という。そしてこの内観
によって初めて、人間は苦悩の本質を知り、真に自由になることができる。」 
「人々が悪魔を破ることができないのは、悪魔が自分の外側にあると思っているからであ

り、その誤りが内観の（   ）によって明らかにされているのである。この点が自覚され
ない限り、何事も他人のせいにして、大切な自分自身の人生をきちんと受け止めることがで
きないのではないだろうか。」 
①上の文中の空欄に適語を入れなさい。（ｐ65 参照） 
②「智慧」と「知識」 ※五眼 
 
Ⅴ. 聖典の「法句経（ダンマパーダ）」のｐ76 の32 を書き出してください。 
 
 
 
 
        自己評価（今日の授業を受けて） 
該当に○をつける      A:積極的に参加した   B：普通    C:あまり関心がなかった。  
        感想欄（今日の授業を受けて） 
 
 
 
 
 
 

   年   組  番  名前（               ） 


